
税理士会の要望実現のために活動しています�
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新春対談（藤村修官房長官―南出力利近税政会長） ……………………………………………………Ｐ３

今年こそは穏やかであ
りたいと願っているが、
どうやらそうはいかない
ようである。

税制改正は、複雑かつスピードを増して議
論されている。社会保障と税・財政赤字と税
などがある。今後主役となるのは、消費税率
の引き上げについてであろう。
税理士法改正については、資格取得に関す
る事項、税理士の業務に関する事項、税理士
の信頼性の確保に関する事項が焦点になって
いくであろう。特に我々は、資格取得につい
て、業際問題からではなく税理士の使命など
本質論からこの問題に取り組む必要がある。
これも国会の場で決着することになるので、
税政連の役割がたいへん重要となる。

ＴＰＰに関連して、お隣の韓国で参考とな
る動きがある。米韓自由貿易協定（ＦＴＡ）
で、税務サービスは条約発効時と発効後５年
以内の２段階にわたって解放されることにな
り、これに伴い税務士法を改正し「外国税務
諮問士」の制度を導入したとのことである。
今後とも注視しなければならない。
このように、我々には立法措置を必要とす
る懸案事項がある。そのため、税政連が前面
に立って国会議員等に対して成案にむけての
運動をしている。会員の皆様には、税政連活
動の重要性と、１人でも多くの会費納入によ
り税政連の活性化につながる事をご理解いた
だきたい。
本年も会員皆様のご健勝を願いつつ、税政
連は活動する。

第１８５号
平成２４年１月１０日

平清盛ゆかりの厳島神社（広島県・安芸の宮島） 撮影：武田泰雄（城東支部）

焦焦 点点
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税政連活動への参加を
～税理士法改正を控えて～

新年あけましておめでとうございます。

会員各位には明るく健やかな新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年は日本各地で発生した大災害や不況の嵐に見舞われ絆の大切さを再認

識した一年でした。

さて、平成２３年度税制改正大綱に、平成２３年度中に税理士制度見直しの必要性と方向性につい

ての結論を出すということが明記され、また平成２４年度税制改正大綱には「税理士制度について

は、税理士の業務や資格取得のあり方などに関し、税理士を取り巻く状況の変化に的確に対応す

るとともに、税理士の資質の一層の向上など国民・納税者の税理士に対する信頼と納税者利便の

向上を図る観点から関係者等の意見も考慮しながら、その見直しに向けて引き続き検討を進める」

と記載されています。日税連では一昨年より税理士法改正特別委員会を立ち上げ�税理士資格取
得に関する規定の見直し�税理士の業務に関する規定の見直し�税理士の信頼性の確保に関する
規定の見直しの３つのセクションを１７項目に取りまとめ検討を進めるとともに、国税庁及び主税

局との勉強会を定例で開催し、意見交換を行ってまいりました。また、昨年１０月には特別委員会

の組織を増強しており、この中には日税連会長指名として日税政副幹事長の全員が委員として委

嘱されています。立法府への対応を強化し、議員、政党、国会における情報収集と陳情を進めて

おります。早ければ来年の通常国会での法案成立を目指すこととしています。

税制改正につきましては、平成２３年度税制改正大綱において多くの要望が取り上げられました。

これらの一部は昨年１１月３０日に参議院本会議において可決成立しましたが、積み残しもあり予断

を許さない状況です。当連盟としては近税会及び日税政と連携を強化し引き続き運動を進めてお

ります。また、平成２４年度税制改正大綱においては「相続税の連帯納付義務の一部解除」などが

取り上げられました。これは私たちの運動における関係国会議員等のひとかたならぬご助力と、

支部連、支部、後援会をはじめとする会員各位のご努力の成果であります。

税理士法改正を控え、また税制改正の懸案事項が山積する中、この運動をより大きなものとし

ていくために、さらなる組織の拡充と活性化を進めていかなければなりません。そのためには、

税理士による国会議員等後援会を支える支部及び支部連の組織を活性化していくことが肝要であ

り、当連盟ではこれらに資する施策を展開していく所存です。また、より多くの会員の積極的な

ご参加が必要であり、定期大会・国政報告会への一般参加や税政連の特質を生かした研修会の企

画開催などの施策を進めてまいります。

私たち執行部は、本年も税理士業界にとって明るく輝かしい年とするべく、努力してまいりま

すので、会員各位の深いご理解と暖かいご支援を賜りますように、そして皆様にとって今年も幸

多い年でありますよう祈念申し上げます。

焦点………………………１
かんさいすずめ…………１１

会長 南出力利
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藤村　修 官房長官 南出力利 近畿税理士政治連盟会長藤村　修 官房長官 南出力利 近畿税理士政治連盟会長藤村　修 官房長官 南出力利 近畿税理士政治連盟会長
司会　後安宏彦　広報委員長

［座右の銘］

［官房長官の仕事］

（司会） 新年あけましておめでとうございま

す。ただ今より内閣官房長官藤村修先生と南出

力利近畿税理士政治連盟会長との新春対談をは

じめさせて頂きます。先生は平成５年の初当選

以来６回連続でご当選され、民主党および政府

において要職を歴任され、野田内閣では官房長

官としてご活躍されております。今後ますます

民主党および政府において重責を担っていかれ

ることと存じますが、先生の政治家としての志

や理念、また座右の銘やお好きな言葉などがご

ざいましたらお聞かせください。また、ご多忙

とは存じますが、新年の過ごし方や今年の抱負

などもお聞かせください。

（藤村）あけましておめでとうございます。政

治を志したきっかけは、学生時代から「あしな

が育英会」の活動に携わり、親を亡くした子た

ちの高校や大学進学などを支援したことです。

社会運動家の一人として「政治が動くその日ま

で」が学生時代からの合い言葉で、政治を動か

すことが大きな志の一つでした。何よりコモン

センス（常識）や普通の市民の感覚を吹き込む

ために政治の世界に入りました。今も変わりま

せんが、最初の訴えはボランティア社会をつく

りたいということでした。

（南出）あけましておめでとうございます。か

つては、ボランティアという言葉はそれほど知

られていなかったように思います。日本がボラ

ンティアというものに目覚めたのは、阪神・淡

路大震災以来でしょうか。東日本大震災では、

ボランティアはみんなが取り組む大きな社会運

動だという意識になってきていますね。

（藤村）好きな言葉、座右の銘は、「暖かい心

広い視野 行動力」といつも３行で書きます。

これは、学生たちを長年指導してきた経験から、

いつも言ってきた言葉です。それから今の学生

たちに向けて４番目に付け加えているのは、「世

界に羽ばたく」ということです。貿易立国でも

ある日本が今後さらに発展するためにも、世界

に羽ばたける人を育てていかなければなりませ

ん。

年初は皇室の行事をはじめ、さまざまな行事

があります。そして１月には、通常国会が始ま

ります。官房長官は、国会で法律をきちんと通

していただくために政府の先頭に立たなければ

なりません。その日々に明け暮れることになる

のではないかと思います。とりわけ社会保障と

税は非常に大きなテーマです。今までは借金を

積み上げてやってきていますが、本当にこのま

までいけるとは誰も思っていません。

（南出）日本の社会保障制度は先進国の中でも

優れていると思いますが、これを維持・充実さ

せるためには、税のことも含めきちんと考える

ことが必要ですね。

（司会）野田内閣が発足して４カ月が経過しま

した。政府与党では、震災からの復興や経済対

策などの諸問題に取り組まれています。先生は、

藤村修 官房長官

平成２４年（２０１２年）１月１０日 近 畿 税 政 連 第 １８５ 号 （3）



［これからの国づくり］

内閣の要である官房長官として大変ご活躍です

が、次に官房長官の職務の内容について、日常

の取り組みやご苦労されておられることなどに

ついてお聞かせ下さい。

（藤村）現在政府の最も大きなテーマは東日本

大震災からの復興です。それにはわが国全体が

元気になることが必要です。そして、原発事故

の収束は今後もかなり時間がかかる問題です

し、放射性物質の除染も今まで日本が経験した

ことのない大きな問題です。それから景気や経

済に関しては、わが国だけで元気になれるもの

ではありません。昨年から経済危機が続いてい

る欧州でも、財政状態が非常に悪くなっていま

す。わが国においても財政の建て直しは緊急か

つ重要な課題です。

それで官房長官と言えば、例えば総理大臣の

女房役、内閣の調整役、また政府のスポークス

マンとして記者会見をすることなどが、皆さん

がイメージされている職務であろうと思いま

す。実際私もそういうふうに考えていたのです

が、官房長官の仕事の大部分は、実は危機管理

なのです。

日本中のさまざまな災害や事故、また世界中

で起こった事件にもし邦人が巻き込まれた場

合、外務省を通して私がその危機管理の責任者

の一人になるわけです。ですから私は、自分の

携帯電話とは別に非常用電話を常にオン状態で

持っていますし、私の部屋にはすべての通信が

途絶えたときのために非常用の大きな無線機が

備えてあります。危機管理のために２４時間体制

で備えていることは、あまり世間に知られてい

ない内閣官房長官の重要な仕事です。

（南出）日本国民の生命を守ることが国の最も

重要な役割の一つでありますから、官房長官が

危機管理を担当し政府全体で対応できるように

しているのですね。落ち着いて、休むこともで

きませんね。

（藤村）そういうことです。もちろん危機管理

のトップはやはり総理大臣ですが。毎日のよう

に、秘書官からはメールで報告があります。国

会の委員会中でも、事件が起こったらすぐにメ

モを渡されます。日本中のあらゆる危機に関す

る情報が一番集約されるのが官房長官であり、

それらを整理して総理に報告するという職務も

あるわけです。

（司会）これは先生が日頃取り組まれておられ

ることだと思いますが、今の経済状況では、若

者の失業率が高くなり、このままでは国民、特

に若い世代が夢や希望を見いだせなくなってき

ているのではないかと思うところです。少子高

齢化を迎え、社会保障と税の問題も議論されて

いますが、活力ある日本の国づくりのためには、

少子化対策や教育をはじめ、夢や希望を見いだ

せる社会政策が望まれます。先生のお考えにな

る、これからの日本の国づくりをお聞かせ下さ

い。

（藤村）昨年１１月のＴＰＰへの交渉参加問題は

日本にとってたいへん重要な問題でした。今年

ようやく交渉参加に向けて協議が始まるところ

であります。日本社会の構造を大きく変えると

いう意味では、賛否それぞれ意見がありますが、

日本がこのひとつの大きな構造改革を経ない限

り、日本はFar East（極東）の高齢者とわずか

な子どもたちの住む小さな国になりかねませ

ん。現在、日本企業の多くが世界に出ていって

しまっていますが、それを防ぐより、むしろこ

の機会に攻めに転じるためには、海外に出た企

業が利益を日本に戻すようにしなければなりま

南出力利 近畿税理士政治連盟会長
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［税理士法改正］

せん。そのためには、若者たちが海外にもっと

目を向け、もっと海外に出ていき、そしてもっ

と海外で鍛えられることが必要です。

（南出）海外留学する学生が少なくなっている

と報道されています。今こそ、内向きではなく

外国のことがわかるたくましい人材が必要とさ

れると思います。先生は、長年の間青年の海外

派遣事業をされておられるとお聞きしていま

す。

（藤村）私は、自分の事業として、日本の青年

たちを毎年２０～３０人ブラジルに１年間送り出し

てきましたが、彼らは海外派遣で随分と鍛えら

れました。これまでに７５０人ほどの卒業生が出ま

したが、この人たちは今、世界で本当に活躍し

てくれています。その経験からも、日本の若者

がどんどん世界に出ていくように激励し、仕組

みを作り、政策誘導も行う。そういった教育分

野にもきちんと予算を付けていきたいと考えて

います。

（南出）将来の日本を担う青年のための予算は、

優先して付けていただきたいと思います。一方、

今までの日本を支えてきた方々への高齢化対策

を含めた、これからの社会保障政策はいかがで

しょうか。

（藤村）日本は世界に冠たる社会保障の仕組み

ができた国です。その仕組みを正しく維持して

いくためにも、給付と負担のバランス、特に負

担の部分を考えていかなければなりません。今

年は社会保障と税の一体改革を大きなテーマと

していますが、これを成し遂げない限り、日本

の社会保障の仕組みは本当に維持できなくなる

と思います。また、医療、年金、介護といった

分野は、今後ますます日本では大きな需要がお

こってきます。ソフトパワーといいますか、こ

ういうノウハウの輸出も、世界の先進国である

日本が今後考えていくべき課題だと思います。

（司会）税理士法は平成１３年の改正から１０年が

経過いたしました。税理士法改正について、ご

意見を頂戴したいのですが、さきに、われわれ

が今取り組んでいる現状を南出会長から申し上

げさせていただきます。

（南出）平成１３年に税理士法の改正をさせてい

ただきました。しかし、積み残した案件と、IT

化や経済情勢が大きく変わってきたことで、ち

ょうど１０年目という節目を考え、税理士会では、

税理士法改正の検討を始めさせていただいてお

ります。一昨年の税制改正大綱で、税理士制度

について「平成２３年度中に検討する」という文

言を入れていただきました。昨年来、主税局、

国税庁と日本税理士会連合会で各項目、特に業

務の問題、資格取得の問題、納税者にとって信

頼される税理士という信頼確保の問題を含め、

協議をさせていただいております。平成２４年度

の税制改正大綱には、税理士制度の見直しから

一歩踏み込んだ文言を入れていただきました。

先生におかれましては、ぜひともお税理士法

改正に向け、我々のお立場をご理解くださいま

すようお願い申し上げます。

（藤村）税理士制度の見直しにつきましては、

平成２３年６月から、過去５回ぐらい、毎月１回

ぐらいのペースで、今おっしゃった主税局、国

税庁、それから日本税理士会連合会と、税理士

制度に関する勉強会を継続的に開催していると

承知しております。税理士の資格に関する見直

高橋勝彦 後援会会長
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［税理士へのメッセージ］

しも含めて、税理士制度の見直しにあたっては、

今後も税務当局はもとより関係業界ともよく意

見交換をしていただくことが重要であると考え

ております。私の秘書官には財務省から来てい

る者もおり、専門家も周りにおります。私自身

も勉強しながらご要望にできるだけ沿うように

方向付けていきたいと思っております。

（司会）最後に今後、税理士および税理士業界

はどうあるべきか等、ご意見を頂戴できますで

しょうか。また、近畿会約１３，５００名の税理士へ

のメッセージを是非賜りますようお願い申し上

げます。

（藤村）私自身が近畿税理士会の高橋勝彦先生

はじめ多くの税理士会の方々にご尽力いただ

き、吹田に『税理士による藤村修後援会』を設

立していただいております。

（南出）平成２０年に、遅きに失した感がありま

すが、税理士による後援会を設立することがで

きました。

（藤村）日ごろよりご指導、ご支持いただいて

いることに、あらためて感謝申し上げたいと思

います。また、これまで税制改正において貴重

なご意見、ご協力を賜っているということもご

ざいます。税制に関して、平成２３年度税制改正

においては、税務調査手続きの明確化など、納

税環境整備に資する改正を行っておりますが、

今後、税制の抜本改革や、社会保障・税にかか

わる番号制度のことも、非常に近々に実現させ

なければいけないので、議論をさらに詰めてい

くこととなっております。

そうした中で、納税環境整備を推進する必要

性は一層高まっていくものと思っております。

こうしたことから、今後、公共的な役割を担う

税理士の皆さまに求められるものは、ますます

重要になっていくと考えております。税理士の

皆さまにおかれては、こうした状況の変化に的

確に対応しながら、引き続き納税者の利便性の

向上を図るとともに、納税者からの信頼をより

一層高めていただくようお願いできればと思っ

ています。申告納税制度が円滑に機能するため

には、税務当局と税理士の皆さま方の協力は不

可欠ですので、今後とも一層のご理解、ご協力

を賜りますよう、近畿税理士会の皆さまにも、

よろしくお願い申し上げます。

（南出）私どもは、独立した公正な立場で納税

義務の適正な実現を図るとともに、公正な立場

で税制改正の建議を行っております。その点も

十分お酌み取りいただければと思います。

（司会）ありがとうございました。藤村先生に

おかれましては、政務ご多用中にもかかわりま

せず、新春対談にご臨席賜りましたことを厚く

御礼申し上げます。また、温厚、実直なお人柄

にふれさせていただき、ご高説を賜りましたこ

とを重ねて御礼申し上げます。藤村先生の今後

のますますのご活躍を祈念申し上げまして新春

対談を終了させていただきます。

昭和２４年１１月 大阪市生まれ
昭和４８年３月 広島大学工学部卒業
平成５年７月 第４０回衆議院議員総選挙初当選

（以後６回連続当選）
平成２１年９月 衆議院厚生労働委員長
平成２２年６月 外務副大臣
平成２２年９月 厚生労働副大臣
平成２３年１月 民主党幹事長代理
平成２３年９月 内閣官房長官（現職）

職歴
元交通遺児育英会職員
元あしなが育英会顧問
元（社）日本ブラジル交流協会理事長
元あしなが育英会副会長
元（財）海外日系人協会理事

現在
内閣官房長官、衆議院議員

左から後安宏彦広報委員長、高橋勝彦後援会会長、
藤村修官房長官、南出力利会長、井戸本�次幹事長

藤村修 内閣官房長官 略歴
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福山哲郎後援会総会
税理士による福山哲郎後援会の第９回総会が

１１月４日リーガロイヤルホテル京都において開

催された。

来賓として近税政本部から大村惠美子副会

長、原綱宗総務会長、近税政京都府支部連より

奥村和義会長、谷口貢幹事長、河原林温朗副会

長、平田雅也副会長が出席した。

石原牧会員の司会により開会し、作見藏市後

援会会長が「福山先生は鳩山内閣では外務副大

臣、菅内閣では内閣官房副長官、そして現在も

参議院外交防衛委員長という重責を担っておら

れる。今後も十分にご活躍いただけるよう先生

方に厚いご支援をお願いしたい」と挨拶した。

続いて総会議事に入り、すべての議案が可決

承認され、前幹事長の芦田勝博会員が再び幹事

長に復帰した。

廣瀬京税協相談役の乾杯で始まった懇親会で

は、福山議員らしく各テーブルで気さくに歓談

し、参加者との親交を深めた。

懇親会が盛り上がった頃、福山議員が登壇し

国政報告が始まった。原発事故対応についての

自身の熱い思いと官邸生活４５２日間の活動や今

後の当面の課題について報告がなされた。

最後は、原総務会長の少し辛口の中締めの挨

拶をもって盛会のうちに終宴となった。

（上京支部 矢田善久）

福山哲郎 参議院議員

大谷信盛後援会設立総会
税理士による大谷信盛後援会設立総会が、１１

月６日、茨木スカイレストランで開催された。

来賓として、大谷信盛衆議院議員、中野寛成

衆議院議員、近税政本部から南出力利会長、井

戸本�次幹事長、大阪府第３支部連から大西尚

史会長、上西通氏副会長が出席した。

松尾康弘発起人による開会宣言の後、古屋秀

典発起人代表が設立趣意を説明した。続いて今

中英雄発起人が議長となり議事に入り、後援会

規約、活動方針及び予算等の可決承認と、古屋

秀典会長、松尾康弘幹事長他役員の選出が行わ

れた。

古屋会長が、今後後援会活動を活発に行って

いく旨のあいさつを行ったあと、大谷議員が後

援会設立への謝辞を述べ、現在所属する民主党

税制調査会における取組みや、従来から注力し

ている環境問題に関し、今後も一層取組んでい

きたいとのあいさつを行った。

来賓者紹介の後、祝辞、祝電披露を経て設立

総会は閉会した。

続いて中野議員による記念講演が行われ、民

主党税制調査会、政府税制調査会の両方に所属

する自身の役割や、震災の復興財源、社会保障

と税の一体改革等、税に関する４つのステージ

があるという説明が行われた。

（茨木支部 中西勝也）

後後援援会会ニニュューースス

平成２４年（２０１２年）１月１０日 近 畿 税 政 連 第 １８５ 号 （7）
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伊吹文明後援会総会
１１月１９日、からすま京都ホテルにおいて、税

理士による伊吹文明後援会平成２３年度定期総会

が開催された。

来賓として、伊吹文明衆議院議員、近税政本

部から南出力利会長、井戸本�次幹事長、京都

府支部連より奥村和義会長、谷口貢幹事長が出

席した。

司会の室谷澄男後援会幹事長が開会を宣し、

廣瀬来三後援会会長より「我が国は東日本大震

災後の復興をはじめTPP参加の問題など難問

が山積みである。この国難に対処するためにも

次期衆議院総選挙では是非とも伊吹議員が選挙

区での再選を果たされるよう、我々は最大の努

力をしなければならない」とあいさつ。

続いて南出近税政会長、奥村支部連会長より

あいさつがあり、西田昌司参議院議員から届い

たメッセージが披露された。

その後、伊吹議員より「税と社会保障に関し

て、消費税の増税法案については衆議院の解散、

総選挙をもって主権者たる国民の信を問うべき

である。TPPでは農業分野だけでなく、その本

質を見据えて対処する必要がある」と力強い国

政報告が行われた。

次いで、議案審議に入り、すべての議案が可

決承認され、新会長に北條巌会員、名誉会長に

廣瀬会員が選出された。

（東山支部 藤原俊文）

１０月３１日、税理士によるおだち源幸後援会の

研修会・社会見学会に参加した。

シティプラザ大阪にて研修した後、税関等を

見学するというスケジュールであった。尾立議

員は参議院財政金融委員長をされておられ、そ

の役割と仕事についてわかりやすく話しをして

いただいた。

研修の後は、大阪税関にて税関の役割につい

てビデオを見た。税関では関税と消費税で国税

の１割を徴収しており、税関は税の徴収だけで

はなく、国民の安全、安心を守る社会の実現・

貿易の円滑化ということも大切な役割を担って

いる。また、密輸しようとして発見されたコピ

ー商品も見せていただいた。最近では、コピー

商品は本物と全く区別ができないほど精巧なも

のが多いという。

コンテナ検査センターではコンテナをトラッ

クに積んだまま車ごとＸ線検査できる装置を見

学し、国際フェリーターミナルでは韓国や上海

からの貨物がどのような手順で輸入されるのか

についての説明を受け、関西国際空港では麻薬

犬のデモンストレーションを見学した。国際化

の進展とともに、麻薬やコピー商品の国内への

持ち込み・盗難車や産業廃棄物の海外への持ち

出しなどを防ぐため、税関での役割はますます

重要になってきており、大変な仕事だと改めて

感じた。 （城東支部 �山隆典）

おだち源幸後援会研修会・社会見学会に参加して
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政策委員会
政策委員会では、本年度重点運動の具体的な

方策、懸案事項等を審議、提案し、特に会員へ

の税政連意識の徹底を図るため、委員会での活

発な議論が必要と考えています。新年度の先生

方とともに精一杯頑張ります。他の委員会のご

協力もよろしくお願い申し上げます。

（政策委員長 田 達満）

財務委員会
財務委員会は、３人の副委員長と１３人の委員

で構成されています。委員会の目的は、税政連

活動に必要となる財政の確率・強化を図ること

です。そのために会費の収納率の向上策を検討

し、実施しています。新メンバーでのスタート

です。税政連運営に必要な財政力の強化に是非

ともご協力をよろしくお願い致します。

（財務委員長 笹岡憲一）

組織委員会
組織委員会では、諸規定の整備を通じて内部

規律を高め、組織の充実を図り、より適切な組

織を確立して参ります。また、組織の活性化を

図るべく、当連盟ならではの会員研修会を企画

して参ります。研修会には税政連活動に深いご

理解を頂き、法改正に直接関られた国会議員の

先生方などを講師にお招き致します。

（組織委員長 宮本信一）

国対委員会
国対委員会は当連盟の事業遂行に必要な国会

対策を樹立し、請願や陳情等の具体的運動を実

行部隊として実施します。請願・陳情の成果を

上げるため、委員全員が「税理士による国会議

員等後援会」等で開催される懇談会等に積極的

に参加し、国会議員との接触を密にします。

（国対委員長 前川武政）

平成２４年（２０１２年）１月１０日 近 畿 税 政 連 第 １８５ 号 （9）



選対委員会
選対委員会は、３人の副委員長と１３人の委員

で構成されています。活動内容は、国会議員等

の選挙において推薦候補者に対する応援体制を

確立して、強力な支援活動を展開するとともに、

選挙二法（公職選挙法・政治資金規正法）につ

いての研修会を開催し、注意点をご理解して頂

くよう努めます。

（選対委員長 竹下 寛）

広報委員会
当委員会は、２３名でこのうち７名が女性であ

り、華やいだ雰囲気で委員会を行っています。

主な役割は、後援会、支部連等への取材です。

機関紙の写真は、笑顔での集合写真を載せるよ

うにしています。皆さん、取材に伺った際には、

ご協力お願い申し上げます。

（広報委員長 後安宏彦）

後援会対策委員会
後援会は、議員にとって一番身近な存在です。

後援会会員を通じて強く税理士政治連盟と結び

ついています。税政連の行う国会議員等に対す

る陳情・請願等は、後援会会員と議員との接触

が密であればこそ実現可能です。当委員会は、

後援会活動のさらなる活性化のため支援を強化

していきます。

（後援会対策委員長 桑野秀朗）
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仕事がら各地に出張する機会が多い。昨年も一昨年ほどは多くないと思
って日付順に手帳をくってみると仙台、福岡、徳島、佐賀、沖縄、高知、
ニューヨーク、広島、名古屋、東京、鹿児島、青森、岩手、長崎、長野と
我ながらびっくり。もちろん東京などは数回、仙台、広島も複数回ある。
昨年は北海道に行っていないが今月、釧路と帯広に行く。
こんなに多く各地に行っているのに、一度も駅や旅行代理店で飛行機や鉄道のチケットを購入
したことがない。ときおり、時節柄経費節減の影響なのだと思うが先方の用意した回数チケット
が送られてくることもある。回数チケットの場合、綴られた回数チケット全部が揃わないと払い
戻しができないことが多いので、そのチケットを使うが、その他の場合はすべてパソコンや携帯
から購入している。昨年、海外は一度しか行けなかったが、これもマイレージを使った無料ビジ
ネス航空券をパソコンで予約した。
飛行機や新幹線はチケットの発券もなく、それぞれのカードを改札口、ゲートでタッチするだ
け。飛行機は早期購入の割引料金で変更が難しかったりするが、新幹線は何度でも変更ができ、
みどりの窓口に並ぶ必要もない。しかも、マイレージやポイント加算の特典もつく。
昨年１１月に新大阪から長崎に向かった時、信号機故障で私の乗った鹿児島中央行き「みずほ」
は広島で運転打切り。こんな時も車内、駅構内から携帯電話とパソコンで博多からの乗り継ぎ特
急の変更、日帰り出張だったので帰路の飛行機の変更などが出来てしまう。
以前と比べて使いこなせば格段に便利になったパソコン、携帯電話。でも、ふと不安がよぎる。
来年は還暦、いつまでこの情報機器たちについていけるのかと…。

（南支部 堀浩司）

近税政本部のうごき

政策・財務・組織合同委員会（１２月６日）
・平成２３年度運動方針及び委員会活動方針につ
いて
・「近畿税政連のしおり」の改訂及び「近畿税
政連ホームページ」の運営について
・財務関係施策について
・規約の改正及び諸規程の整備について
・会員研修会の開催について
・その他
第４回広報委員会（１２月７日）
・機関紙第１８４号（１２月号）の批評
・機関紙第１８５号（新年号）の編集に関する件
・機関紙第１８６号の編集企画に関する件
・その他
国対・選対・後援会対策合同委員会（１２月９日）
・平成２３年度運動方針及び委員会活動方針につ
いて
・平成２３年度運動方針及び委員会活動方針につ
いて
・国会議員等に対する陳情活動について
・選挙対策及び勉強会の開催について
・後援会対策について
・その他

近畿税政連FaxNewsでも速報でお伝え
したように、平成２４年度税制改正大綱の納
税環境整備の検討事項に「申告納税制度の
円滑かつ適正な運営を確保していくために
は、納税者と日常的に関わりを持つ税理士
の果たすべき役割は非常に重要なものと考
えられる」として、税理士法の改正内容が
記載された。大綱にこれらの文言が入った
ことは、日税連と日税政の活動の成果であ
る。いよいよ法改正に向けた動きが本格化
するが、ここで我々会員も改めて改正を意
識し襟元を正す必要がある。信頼性の確保
に関する規定の見直しでは研修受講の義務
化や税賠保険への加入義務等が織り込まれ
ているからだ。
今こそ、自らの職業法に対する基本的理
解とこれに基づく業務遂行にあたっての意
識の高揚が求められる。

（矢田善久）

出張アイテム
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